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男女倉大橋
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L = 10.6m
諏訪口橋 西餅屋橋

町屋敷大橋
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平成２５年度 新和田ﾄﾝﾈﾙ有料道路
橋梁修繕 工事

位 置 図



橋 格 一 等 橋

設 計 条 件

構造 形式

橋長

支間 長

幅員 構 成

縦断 勾 配

横断 勾 配

平面 線 形

設計 荷 重

上
部
構
造

主 桁

鉄 筋

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

構 造 形式

基礎 形式

設 計荷 重
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ

鉄 筋

竣工 年 度

適 用示 方書

下
部
構
造

橋 梁 一 般 図
側面 図 S = 1 : 3 0 0

鋼 単 純 合 成 鈑 桁 鋼 単 純 非 合 成 ト ラ ス 鋼 2 径 間 連 続 単 非 合 成 鈑 桁

L = 1 4 6 . 6 0 m  

2 6 . 8 m + 6 4 . 0 m + 2 @ 2 6 . 8 m

0 . 6 m + 7 . 5 m + 0 . 6 m = 8 . 7 m

7 . 0 % （ 起点 側 下が り）

1 . 5 % （ 両勾 配 ）～ 6 . 0 % （ 片勾 配）

R =∞ ～ク ロソ イ ド ( A = 9 5 m )

S S 4 1 、 S M 5 0 Y B , S M 5 3 B その 他 （橋 暦板 より ）

σ c k = 2 1 N / m m 2

S D 2 9 5 A

逆 T式 橋台 ｘ 2基 、ラ ーメ ン 橋脚 ｘ 1 基、 壁 式橋 脚ｘ 2基

A 1 ， P 2 , P 3 , A 2 　 直接 基礎 　 　 P 1 : 深礎 杭 基礎

σ c k = 2 1 N / m m 2

S D 2 9 5 A

昭 和 5 2 年 9 月

道 路 橋示 方書 （昭 和 4 7 年）

鋼 単 純 合 成 鈑 桁 +鋼 単 純 非 合 成 ト ラ ス
　 　 + 鋼 2径 間 連 続 非 合 成 鈑 桁

平面図 S = 1 : 3 0 0

横 断 勾 配

平 面 曲 線

測 点

地 盤 高

計 画 高

縦 断 勾 配

単 距 離
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断 面 修 復 工
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排 水 管 設 置

排 水 管 設 置

金 属 溶 射

金 属 溶 射
金 属 溶 射

金 属 溶 射
8700

6 0 075006 0 0

6600

ＲＣ 床 版　 t = 2 1 0 m m

Ａ ｓ 舗 装 　 t = 5 0 m m

3750

1050

2
5
0

1050

1
5
0
0

2
5
0

3750

A 1 ～Ｐ１，Ｐ２～Ａ２

1. 5～ 6 % 1 . 5 ～ 6 %

標準断面図Ｓ＝１：１００

橋 梁 一般 図

実 施 図

1
1 3

取 付 け 舗 装 工
L = 2 0 . 0 m

非 排 水 装 置 設 置

非 排 水 装 置 設 置

非 排 水 装 置 設 置

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新 和田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料道 路  橋 梁修 繕  工 事

佐藤田口内田

長野 県

道路 公社

1
1 3



格子筋（高強度カーボン）補強工法　施工詳細図

1 0 0

1 0 0

（ 一 般 部 ） 1 9 @ 1 0 0 + （ 突 き 出 し 部） 2 @ 5 0 = 2 , 0 0 0

F R P グ リッ ド ( F T G - C R 6 - 1 0 0 * 1 0 0 )

（
一

般
部

）
2
9
@
1
0
0
+
（

突
き

出
し

部
）

2
@
5
0
=
3
,
0
0
0

材 料 名

格 子 筋

品 番 ・ 仕 様 （ 相 当 品 )

F T G - C R 6 - 1 0 0 * 1 0 0

数 量

0 0 0 ㎡

標 準 使 用 量

1 . 2 0 ㎡ / ㎡

格 子 筋 （ 高 強 度 カ ー ボ ン ） 工 法 　 数 量 表

FRPグリッド(FTG-CR6-100*100)

既存鉄筋D22（SD295）

6
0
m
m

F
R
P
グ

リ
ッ

ド
最

小
被

り

2
5
m
m

1 0 0 * 1 0 0 m m

格 子 間隔

格子筋（高強度カーボン）性能表

F T G - C R 6 - 1 0 0 * 1 0 0

材 料 （ 相 当 品 ）

1 7 . 5 m m

筋 断 面 積

1 , 4 0 0 N / m m

引 張 強 度 引 張 弾 性 率

1 . 0 * 1 0  N / m m
5

F R P グ リッ ド 相 当 品 の 継 ぎ 手 長 は 3 節 2 枡 以 上 と す る 。

今 回 の 場 合 は 突 き 出 し 部 を 含 め 、 3 0 0 m m 以 上 と し 、 橋 軸 方向 お よ び 直 角 方 向 に 設 け る 。

22 2

補 修　 C A S E - 1

床版上面劣化 部

補 修 　 C A S E - 2

床 版 全 厚 劣 化 部

土 屋 大 橋 　 床 版 （上 面 ） 断面 修 復 図

39 0

4 1 1

3 9 0
3 0 0 3300

8700

4 0 0

2 5 5

2 4 0

2
5
0

2
1
0

5
1
0

1050

8 5 0 2320

3300

6 0 0

P 1 ～ P 2

3750

1050

9 0 03 0 0
2 4 0

2370

1 . 5 % 1 . 5 %

3
0
0 1 0 0

2 . コ ンク リー ト 撤去 ( t = 6 0 m m 　上 側鉄 筋下 側 まで 除去 ）

3 .鉄 筋防 錆処 理 （欠 損部 増し 筋 を含 む）

4 .鉄 筋腐 食抑 制 タイ プ含 浸材 塗 布 ( 粗面 ）

6 . 断 面修 復  t = 7 0 m m （ 繊維 ・ S B R 系 乳剤 混入 　 2 1 - 8 - 2 5 ( 2 0 ) H ）

7 . 橋 面防 水層 (シ ー ト系 ）

1 .ア スフ ァル ト 舗装 撤去 ( t = 5 0 m m ）

8 . アス フ ァル ト舗 装　 t = 5 0 m m

5 . 鉄 筋 補強 処理 ・格 子 筋（ 高強 度カ ー ボン 1 0 0 * 1 0 0 　引 張強 度 1 4 0 0 N / m m 2 以 上 ）

含浸 材
含 浸材

3 9 0

4 1 1

3 9 0
3 0 0 3300

8700

4 0 0

2 5 5

2 4 0

2
5
0

2
1
0

5
1
0

1050

8 5 0 2320

3300

6 0 0

P 1 ～ P 2

3750

1050

9 0 03 0 0
2 4 0

2370

3
0
0 1 0 0

含 浸材

2 . 劣化 部コ ン クリ ート 撤 去 ( t = 2 1 0 m m ）

4 . 鉄筋 腐食 抑 制タ イプ 含 浸材 塗布 (粗 面 ）

7 . 橋面 防水 層 (シ ート 系 ）

1 . アス ファ ル ト舗 装撤 去 ( t = 5 0 m m ）

3 . 鉄筋 防 錆処 理（ 欠損 部 増し 筋を 含 む）

8 .ア ス ファ ルト 舗装 　 t = 5 0 m m

5 . 鉄 筋補 強処 理・ 格 子筋 （高 強 度カ ーボ ン 1 0 0 * 1 0 0 　 引張 強 度 1 4 0 0 N / m m 2 以 上）

6 . 断 面打 換  t = 2 1 0 m m （ 繊維 ・ S B R 系乳 剤 混入 　 2 1 - 8 - 2 5 ( 2 0 ) H ）

1 . 5 % 1 . 5 %

S = 1 : 4 0 S = 1 : 4 0

２ ． 床 版 下 面 は 断 面 修 復 ・ 部 分 打 換 え 後 に ひ び 割 れ 注 入 を 実 施す る 。

注 ） １ ． プ ラ ス チ ッ クひ び 割 れ は 超 速 硬 型 無 収 縮 モ ル タ ル と S B R 系 乳 液 で 処 理 す る 。

３ ．鉄 筋 か ぶ り は 最 少  2 5 m m 　 以 上 と す る 。

４ ． 床 版 （ 上面 ） 断 面 修 復 は 1 ブ ロ ッ ク 1 0 m と し 、 支 間 中 央 部 か ら の 施 工 と す る 。

５ ． 地 覆 コ ン ク リ ー ト の 打 設 は 床 版 （ 上 面 ） 断 面 修 復 完 了 後 と す る 。

2
1 3

実 施 図

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新 和田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料道 路  橋梁 修 繕  工事

佐藤田口内田

長 野県

道 路公 社

1 3
2 床 版断 面 補修 図



5 0 0 5 0 0 支間長　2 6 5 5 0  （ＣＬ上寸法） 支間長　2 6 5 5 0  （ＣＬ上寸法） 5 0 0

1 0 0桁長　5 4 1 0 0  （ＣＬ上寸法）1 0 0

P 2 P 3 A 2

F F MM

3
7
5
0

3
7
5
0

6
0
0

7
5
0
0

8
7
0
0

6
0
0

L = 5 0 0 0 L = 1 5 0 0 0

W
=
7
5
0
0

W
=
8
7
0
0

W
=
8
7
0
0

ア ス フ ァ ル ト 舗 装 　 t = 5 c m 、 　橋 面 防 水 ( シ ー ト 系 ） 　 A = 3 9 8 . 2 5 m 2

床 版 水 抜 き 管  @ 5 . 0 m ( H 1 6  @ 1 0 . 0 m  施 工 済 ）

取付け舗装 L=20.0 m

t=20+10+5cm    A=130 m2

t=25+5cm       A= 37 m2

グルービング工
路 面排 水 用　 W = 3 6 m m  D = 1 0 m m

L=207 m

導水 パイ プ  ( φ 1 8 )

ス テン レス 製
導水 パイ プ  ( φ 1 5 )

樹脂 製

ステ ンレ ス 製

導 水パ イプ  (φ 1 8 )

土 屋 大橋 　 橋面 補 修 工

平 　面　図 Ｓ＝１：２００

伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

床 　 版

導 水 装 置 参 考 図
   車   道

S = 1 : 3

成形 目 地材

接着 剤

導水 パイ プ  ( φ 1 8 )

防水 層 （シ ート 系 ）

地 　 覆

　端 部処 理 材　 　　 　

（シ ルバ ー メッ シュ 等）

ア ス ファ ルト 舗 装　 t = 5 c m

( 排水 性舗 装 2 . 5 c m + 2 . 5 c m ）

アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3アスファ ルト舗装
   部分 詳細図

S = 1 : 3

二次 施工 一次 施工

C L

( 1 5 0 ） 床 　 版 防 水層 （塗 膜 系）

成 形目 地 材

注 　記 　 1． タイ プ 標－ 2、 対 応床 版厚 2 1 0 ～ 2 9 0 m m

φ 4 2 . 7 × 1 0 0

φ 4 2 . 7 ×  7 0

備　 　 　　 　考

鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）φ 3 4 . 0 ×  3 5

鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）

鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）

普 通鉄 板

キ ャッ プ付 （ φ 6 0× 2 . 3 t ）

寸 　 　　 法

φ 3 4 . 0 × 1 4 0 鋼 管（ 亜 鉛メ ッキ 仕上 げ ）

ス プリ ン グフ ィル タ－ （ S U S 3 0 4 ）

4 0 . 0 ×  8 0 樹 脂性

ス テン レ ス（ S U S 3 0 4 ）φ 2 0

　 2． 主 材は 、 S T K M - 1 3 A - S H 。 表 面処 理は 、 H D Z - 3 5 を施 して 有 りま す。

　 3． 排 水処 理導 水の 場 合は 、フ レキ シ ブル チュ ー ブを 取付 けま す 。

　 4． コ ア削 孔時 には 、 床版 鉄筋 に注 意 。

0 . 4 k g / 箇 所 エ ポキ シ 樹脂

3
1 3

C L

2
5
0

5
0

3
0
0

加熱AS安定処理材(40）t=25㎝

1
0
0

1
0
0

5
0

＊ 成 形目 地は 表層 工 で既 設構 造物 に 接す る箇 所 にも 貼付 する 。

C LW = 5 0㎜  t = 5㎜
成形目地材

表層

3
0
0

5
0

3
5
0

加熱AS安定処理

2
0
0

1
0
0

セメント安定処理

セメント安定処理(添加量5%混合深)t=20㎝

S = 1 : 4

加熱AS安定処理材(40）   t=10㎝

車道部（取付け） 詳細図 S= 1 : 4

ポリマー改質Ⅱ型密粒20F　t=5㎝
ポリマー改質Ⅱ型密粒20F　t=5㎝

4

本 体構 成部 品

〃

目 詰り 防止 フ ィル タ－

ゴ ムパ ッキ ン

吊 　り 　金 　 具

部 　 材　 名

1

2

3

（既 設 用 　 参 考 数 量 表 ）

5

フ レキ シブ ルチ ュ ーブ

〃

〃

〃

接 着用 樹脂 注入

W = 5 0㎜  t = 5㎜

踏掛け板

表層

加熱AS安定処理

車道部（踏掛け版上） 詳細図

成形目地材

床 版 水抜 き管 - 1

舗 装 面

　φ 2 0 　  ( L = 1 . 0 m )

( 3 0 0 )

伸縮 装置

1 　 - 　 1

　 床 版水 抜 き 管 　 参 考 構 造 図

ア スフ ァル ト
　 　　 舗　 装

φ 6 0

床
版

厚
(
2
1
0
～

2
9
0
)

(
2
0
～

1
0
0
)

1
8

3
5

3

5
0

ナ ッ ト

φ 2 0 m m 　 S U S 3 0 4
フ レキ シブルチ ュ ーブ

（ス プリ ン グフ ィル タ －）

目 詰り 防 止材

吊 り金 具

接 着用 樹 脂注 入

ゴ ムパ ッ キン4

5

2

1

φ 1 0 0 コ ア抜 き

φ 5 0コ ア抜 き

( 既 設 橋 取 付 け タ イ プ )

床 版 水 抜 き 管

G 1 ・ G 3

フレ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ 　 φ 2 0
 ( L = 1 . 5 + 0 . 3 m )

床 版 水 抜 き 管

フ レ キ シ ブ ル チ ュ ーブ 　 φ 2 0
 ( L = 1 . 5 + 0 . 3 m )

止 め 金具 止 め 金 具

舗 装 面

中   間   部

床版水抜き　 取付図

A 1 橋 台 部

S = 1 ： 5 0

橋長　1 4 6 6 0 0  （ＣＬ上寸法）

実 施 図

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新 和田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料道 路  橋梁 修 繕  工事

佐藤田口内田

長 野県

道 路公 社

1 3
3

橋 面 補修 工



5 0 0 5 0 0 支間長　2 6 5 5 0  （ＣＬ上寸法） 支間長　2 6 5 5 0  （ＣＬ上寸法） 5 0 0

1 0 0桁長　5 4 1 0 0  （ＣＬ上寸法）1 0 0

P 2 P 3 A 2

F F MM

3
7
5
0

3
7
5
0

6
0
0

7
5
0
0

8
7
0
0

6
0
0

取付け舗装 L=20.0 m

土 屋 大橋 　 地覆 補 修 工

平 　 面 　 図 Ｓ＝１：２００

伸縮装置保護ｺﾝｸﾘｰﾄ

4
1 3

地 覆 補 修 断 面 図 S=1:20

A　-　A

200850

100

100 400 100

600

1
0
0

5
1
0

地覆打換工(繊維混入早強コンクリート）

σck=21N/mm2 　A=0.119m2

2
5
0

5
0

3
0
0

地覆打換工(繊維混入早強コンクリート）

600

5
1
0

100

σck=21N/mm2 　A=0.199m2

2
5
0

5
0

3
0
0

B　-　B

B

B

A

A 目地位置

150 150

300

6
0
0

2
6
0

3
4
0

1700(1750)

1
0
0

地覆補修工　数量計算表 1橋当たり数量

名　　称 計算式 単位 数量 備考

とりこわし工

鉄筋工

鉄筋防錆処理工

地覆コンクリート工

目地材

細　　別

SD345　D13

ｾﾒﾝﾄ系 2.0㎏/m2

21-8-25H繊維入り

KB目地　相当

12.76

(51.4+51.4)×0.3（推定）=30.8㎏/2.0㎏ 15.4

m3

m2

m3

組 22

0.119×(51.4+51.4-0.3×22)+0.199×0.3×22

膨張・収縮目地(誘発目地）参考図

S=1:5Sタイプ40型

S=1:20

誘導鉄板 t=1.0*80

誘導鉄板

(KBホルダー)

(KB釘,＠150)

2
0

目地材(KB目地)　　N=11(R) + 11(L) = 22 組

5
1
0

560

2
8
0

6 00

40 80 80 40

1
5
0

2
5
0

5
0

3
0
0

面
取
り
加
工

20 20

1
6
0

5
0

配力鉄筋

施工用鉄筋

主鉄筋

(KB目地,Sタイプ）

(KB目地-Sタイプ)

600

コンクリート：σck=21N/mm2

鉄筋：SD345

470以上

A B

注） *地覆の既設鉄筋は、基本的に撤去しない。

*地覆の既設鉄筋には防錆処理を施す。

*鉄筋の断面減少、破断等が確認された場合には、

 鉄筋取換え、添え筋を施すものとする。

伸縮装置補修工

取壊工

アンカー工

鉄筋工

コンクリート工 21-8-25H 繊維入り

SD345 D16

差し筋ｱﾝｶｰ　D16

無筋コンクリート

7.5×2/0.25

7.5×2×1.56

0.03×7.5 m3

㎏

本 60

23.4

0.22

7.5m当たり数量伸縮装置補修工　数量計算表

数量 備考単位計算式細　　別名　　称

鉄筋アンカー
 D16  @250

325

12
0

鉄筋　SD345 D16

A=0.03

ΣA=0.08m2

コンクリート（繊維入り）

地覆、張出 床版下面保護工 法参考図 S = 1 : 2 0

6 0 0

5
1
0

鉄 筋腐 食 抑制 タイ プ含 浸 材塗 布

L = 1 . 0 1 m

高 浸透 タ イプ 含浸 材 塗布

L = 1 . 5 1 m

( 8 5 0 )

3
0
0

0.119×(51.4+51.4-0.3×22)+0.199×0.3×22 12.761

＊　鉄筋かぶりは最少 25mm 以上とする。

100

橋長　1 4 6 6 0 0  （ＣＬ上寸法）

* 　 目 地 間 隔 は L = 5 . 0 m 以 下 と す る 。

実 施 図

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新 和田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料道 路  橋 梁修 繕  工事

佐藤田口内田

長 野 県

道 路 公社

1 3
4 地 覆 補修 工



S=1/50

2
2
8
8

1
8
7
8

3
1
3
0

3
5
0

3
0
0

9
3
0

1
1
0
0

4
7
8

2
2
8
8

3
0
1
7

3
5
0

3
0
0

8
1
7

1
1
0
0

4
7
8

R 2

T 1

T 2

T 1

T 3

8 4 9

6
0
0

1
8
7
8

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

3
0
0

3
0
0

1
2
0
0

5 0 0

3
0
0

1
2
0
0

桝 接続 継手

桝接 続継 手

桝 接続 継手
桝 接続 継 手

桝 接 続継 手

桝接 続継 手 桝接 続継 手

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1

K 1 K 1

1
7
1
2

1
7
1
2

R 1R 1

R 2

6 0
0

2
5
0

3 0
0

6 0
0

3 0
0

3 0
6 3

1 0
0 0

1 0
0 0

1 6
6 3

S 1
S 1

S 1

S 1

S 1

6
0
0

6 0 0

2
5
0

3 0 0

6 0 0

3 0 0

3 0 6 3 1 0 0 0

1 0 0 0

1 6 6 3

S 1
S 1

S 1

S 1

S 1

8
0
04
0
0

1
4
8
3

6
0
0

6 0
0

2
5
0

3 0
0

6 0
0

3 0
0

3 0
6 3

1 0
0 0

1 0
0 0

1 6
6 3

S 1
S 1

S 1

S 1

S 1

8
0
04
0
0

6
0
0

6 0 0

2
5
0

3 0 0

6 0 0

3 0 0

3 0 6 3 1 0 0 0

1 0 0 0

1 6 6 3

S 1
S 1

S 1

S 1

S 1

R 2

1
1
1
2

1
0
8
8

2
0
0
0

2
0
0
0

1
1
1
2

1
0
8
8

2
0
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

1
2
0
0

3
0
0

6
0
0

7
8
3

S 1

S 1

S 1

S 2

S 2

3
0
0

1
2
0
0

1
0
0
0

1
2
0
0

3
0
0

6
0
0

7
8
3

S 1

S 1

S 2

S 2

S 1

9
9
6

3
0
0

1
2
0
0

1
3
2
4

3
0
0

6
0
0

9
7
4

S 2

S 2

6
5
0

S 1

1
6
1
8

3
5
0

1
6
1
8

3
5
0

1
6
1
8

3
5
0

1
7
8
2

K 2

K 2

K 2

K 2

K 2

K 2

K 2

K 2

T 4

R 3

Y 1

T 4

R 3

F 1

T 5

E 1

1 3
8 9

F 2

E 1

F 1

E 1

T 4

R 3

Y 1

T 4

R 3

T 7

R 4

T 6 T 6

T 6

R 1

T S カッ プリ ング  n = 3
T S カ ッ プリ ング  n = 3

T S カ ップ リ ング  n = 3

T S カ ッ プリ ング  n = 3

伸 縮 管

伸 縮 管伸 縮管

伸 縮 管 伸 縮管

P 3 橋 脚

土 屋 大 橋   排 水 装 置補 修詳 細 図

P 2 橋 脚A 1 橋 台

流 末の み 塩ビ 管

流 末 のみ 塩ビ 管

流末 のみ 塩 ビ管

7
1
3

6
1
6

6
0
0

6
7
8

5
0
0

　 　 　 工事 に際 し ては 、現 地状 況 を十 分把 握し 併 せて 監督 職 員の 了承 を得 た 上で 行う こ と。

 注 ) 　1 . 現 地 工事 に際 し ては 再度 寸法 計 測の 上、 排水 管 形状 を検 討 し施 工を 行う こ と。

2 .図 中 の補 修計 画 は、 ｢既 存点 検 デー タ ｣ 、 ｢ 現 地踏 査 ｣ 等に 基 づく もの であ り 、　

3 .特 記 なき 材質 は すべ て S U S 3 0 4 とす る。

4 .排 水 管は 、 N E T I S  N O . C B - 9 8 0 0 1 3 - V  に準 ず る。

T 1 S U S 3 0 4 2 . 2 8 8 本 2 2 4 . 5 7 6

T 2 〃 3 . 1 3 0 〃 1 1 3 . 1 3 0

T 3 〃 3 . 0 1 7 〃 1 1 3 . 0 1 7

T 4 〃 3 . 0 6 3 〃 2 2 4 1 2 . 2 5 2

T 5 〃 1 . 4 8 3 〃 1 1 1 . 4 8 3

T 6 〃 1 . 6 1 8 〃 2 1 3 4 . 8 5 4

T 7 〃 0 . 9 9 6 〃 1 1 0 . 9 9 6

F 1 〃 1 . 0 0 0 〃 1 1 2 2 . 0 0 0 フラ ンジ 付

F 2 〃 1 . 3 2 4 〃 1 1 1 . 3 2 4 フラ ンジ 付

R 1 〃 2 . 0 6 5 〃 2 2 4 . 1 3 0

R 2 〃 2 . 5 6 7 〃 2 2 5 . 1 3 4

R 3 〃 1 . 2 0 0 〃 2 2 4 4 . 8 0 0

R 4 〃 2 . 2 8 2 〃 1 1 2 . 2 8 2

Y 1 〃 2 . 0 0 0 〃 1 1 2 4 . 0 0 0

塩ビ パ イプ E 1 P V C 1 . 2 0 0 〃 1 1 1 3 3 . 6 0 0 フラ ンジ 付

伸 縮管 E P D M 0 . 1 5 0 個 2 2 1 5 0 . 7 5 0

桝接 続 継手 〃 〃 2 2 2 6

T S カッ プ リング S U S 3 0 4 〃 1 2 6 1 8

K 1 S S 4 0 0 組 1 4 1 4 亜鉛 メッ キ

K 2 〃 〃 4 4 8 亜鉛 メッ キ

S 1 S U S 3 0 4 〃 1 3 1 3 1 2 7

S 2 〃 〃 2 2 2 6

m 3 2 . 4 9 6 1 5 . 2 5 8 6 . 5 7 4 5 4 . 3 2 8

流 水延 長
（ 合計 ）

m
備 考

曲 　管

取 付 金具

記 号
規 格

材質
流 水延 長

( 1 本 あた り )
単 位

流 水延 長

A 1 橋台 合 計P 2橋 脚

直 　管

P 3 橋 脚

L  =  3 0 . 3 0 8 m

枠 組 足 場 　 A =

枠 組 足 場 　 A =

枠 組 足 場 　 A =

枠 組 足 場 　 Σ A =

1 . 8 × 2 . 7  =  4 . 8 6  掛 m 2

5 . 4 × 7 . 2  =  3 8 . 8 8  掛 m 2

5 . 4 × 7 . 2  =  3 8 . 8 8  掛 m 2

4 . 8 + 3 8 . 8 + 3 8 . 8  =  8 2 . 4  掛 m 2

排 水 管 設 置  Σ L =  5 4 . 3  m

5
1 3

実 施 図

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有料 道路  橋 梁 修繕  工 事

佐藤田口内田

長野 県

道路 公 社

1 3
5

排 水管 補修 図



床  版  補  強  図

平　面　図 S= 1 : 1 5 0

橋長　146 600 （ＣＬ上寸法）

支間長 26800（ＣＬ上寸法）

50470

桁長 54100（ＣＬ上寸法）

3 1 51500

1 0 0

2 5 0 支間長 26800（ＣＬ上寸法）

P 2
F M

P 3
F

15003 1 5

1 0 0

2 5 0

3
3
0
0

8
7
0
0

1
0
5
0

3
3
0
0

A 2
M

1
0
5
0

注）炭素繊維シートは中弾性型炭素繊維シート(ヤング係数 4.4×105 N/mm2、

　　繊維目付量 400 g/m2 )を用いる。

下地処理

クラック樹脂注入（必要に応じて）

含浸・接着樹脂上塗り　　(0.4kg/m2)

炭素繊維シート　配力筋方向　２層目
含浸・接着樹脂下塗り　　(0.6kg/m2)

含浸・接着樹脂上塗り　　(0.4kg/m2)

炭素繊維シート　主筋方向　１層目

含浸・接着樹脂下塗り　　(0.6kg/m2)

不陸修正エポキシパテ　　(0.5kg/m2)

エポキシ樹脂プライマー　(0.1kg/m2)

炭 素 繊 維 シ ー ト接 着 工 断 面 詳 細 図断　面　図

39 0

4 1 1

3 9 0
3 0 0 3300

3750

8700

7500

8700

5
0

4 0 0

2 5 5

2 4 0

3
0
0

2
5
0

2
1
0

5
1
0 3
0
0

1050

8 5 0 2320

3300

6 0 0

P 1 ～ P 2

3750

1 . 5 % 5
0

1050

9 0 03 0 0
2 4 0

2 5 5

3
0
0

2
5
0

2370

5
1
0

2
1
0

3
0
0

6 0 0

1 . 5 %

A 1 ～ P 1 ､ P 2 ～ A 2

S = 1 : 4 0

110 126@250+125@150=50250 110

4 1 1

35

6@250+5@150

=2250 35 60
6@250+5@150

=2250 60

A部詳細図

110

250

150

250

150

250

150

6
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

6
0

S=1:30

6@
25

0

+5
@1

50

=2
25

0
6
0

6
0

6
0

6@
25

0

+5
@1

50

=2
25

0 6
0

１層目

２層目
仕上げ塗料(中塗0.12kg/m2,上塗0.12kg/　)m2

A

( H 1 6 施 工 図 ）

6
1 3

平成１６年度新和田トンネル有料道路橋梁修繕（その１）工事

実 施 図

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有料 道路  橋梁 修繕  工 事

佐藤田口内田

長 野県

道 路公 社

1 3
6 床 版 補強 図

ブラケット常温金属溶射図 S=1:30

（ ｱ ﾙ ﾐ ﾆ ｳ ﾑ ＋亜 鉛）

ハイポン導電プライマー(粗面形成材)　　　　110ｇ/㎡

ブ ラ ス ト 処 理 I S O  S a  1 / 2 　 　 　
導 電 性 金 属 含 有 の 「 粗 面 形 成 材 」使 用
Z n / A l 擬 合 金 溶 射 (溶 射 膜 厚 1 0 0 μ m以 上

中 塗 ： 弱 溶 剤 型 ふ っ 素 樹 脂塗 料 ( 3 0 μ m )

上 塗 ： 弱 溶 剤 型 ふ っ 素 樹 脂塗 料 ( 2 5 μ m )

素地調整工　　　　　　　　　　　　　　　

常温金属溶射　　　　　亜鉛530ｇ/㎡　アルミ210ｇ/㎡

ハイポンＡＺシーラー(封孔処理剤)　　　　　430ｇ/㎡

ふっ素樹脂塗料用中塗　　　　　　　　　　　170ｇ/㎡

ふっ素樹脂塗料上塗　　　　　　　　　　　　140ｇ/㎡
一般部等

常 温 金 属 溶 射

積 層 図



側面図 S = 1 : 3 0 0

鋼 単 純 合 成 鈑 桁 鋼 単 純 非 合 成 ト ラ ス 鋼 2 径 間 連 続 単 非 合 成 鈑桁

A 1
P 1

P 2
P 3

A 2

3 5 0 支間 長　 2 6 8 0 0 7 5 0 支 間 長　 6 4 0 0 0 7 5 0 支 間長 　 2 6 8 0 0 支間 長 　 2 6 8 0 0 3 5 0
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深 礎 杭 φ 3 . 0 0

L = 1 0 . 0 0 、 1 5 . 0 0

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新和 田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有料 道路  橋梁 修繕  工 事

仮設 図

佐藤田口内田

長 野県

道 路公 社

実施 図
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吊 り 足 場

土屋大橋 仮設図

吊 り 足 場 （ 主 体 ） A = 1 0 . 3 × ( 3 . 6 + 3 . 6 + 5 3 . 6 )  =  6 2 6 . 2 m 2

地 覆 足 場 A = 5 4 . 1 × 2 × ( 0 . 8 0 + 0 . 7 5 )  =  1 6 7 . 7  m 2

上 部 工 補 修 工

上部工 標準断面図 S = 1 : 2 0 0
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R C 床 版　 2 1 0 m m

A S 舗 装 5 c m

既 設 管

L = 3 . 6 m

L = 5 . 0 mL = 3 . 6 m

L = 5 . 0 m

L = 5 . 0 m

プ レ ー ト ガ ー タ ー

A = 1 0 . 3 × 5 . 0  =  5 1 . 5 m 2吊 り 足 場 （ 中 段 ）

吊 り 足 場 （ 主 体 ） A = 1 0 . 3 × ( 5 . 0 + 5 . 0 )  =  1 0 3 . 0 m 2

ト ラ ス

吊 り 足 場 （ 中 段 ） A = 1 0 . 3 × ( 5 . 0 + 5 . 0 )  =  1 0 3 . 0 m 2
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標準ウエブ遊間 120㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

+15℃時

-20℃時

+40℃時

120㎜

120㎜

1.特記なき鋼材の材質は全てSUS304とする。

3.止水ゴムパッキンの排水パイプは既設排水管に導水すること。

4.溶接部材は現場溶接であるので熱影響部の既設塗装の剥離を

  行なって溶接し、溶接後は防錆処理を行なうこと。

5.施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

  照合を行なうこと。

注記）

2.既設部材と乾式止水材及び防塵フォームとの接着面は既設部材

  の下地処理を確実に行なった上で所定量のプライマー及び接着

  剤を塗布し、乾式止水材及び防塵フォームを設置すること。
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伸縮装置止水構造図(その1) S = 1:20

[土屋大橋 A1]

既設簡易鋼製

伸縮継手

乾式止水材

Type-1001.50 %1.50 % A

A

B

B

防塵フォーム

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

C

C

防塵フォーム

排水用

防塵フォーム

乾式止水材

Type-100

EJ-1
(橋台側)

EJ-2
(主桁側)

EJ-1

EJ-2

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

乾式止水材

Type-100

防塵フォーム

排水用

1.50 %1.50 %

2
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0
.
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0.2 145 0.2

20 105 20

止水層

挙動補正層

防塵層

支柱層

挙動吸収層B

挙動吸収層A

[Type-100]

乾式止水材詳細図 S=1:5 防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=130]

(ポリエチレンフォーム)
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80 520

496 24

乾式止水材水平寸法 7100 520 80

49624

200200
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防鳩フォーム 防鳩フォーム

553

乾式止水材なり寸法 3550 3550

 1-乾式止水材  Type-100×7100

 2-防塵フォーム 130×110×200

 2-乾式止水材  Type-100× 553

[排水用]

 2-防塵フォーム 130×367×496

 1-止水ゴムパッキン YN型-160(特)×8646(EPT)

 2-端部ジャバラ蓋 タイプ-M(EPT)

 2-排水パイプ 50A× 300(CR)[止水ゴム付]

 2-排水パイプ 50A×3000(CR)[導水用]

 2-排水パイプ継手管     50A用[導水用]

 4-排水パイプ継手バンド 50A用[導水用]

 6-排水パイプ固定金具   50A用[導水用]
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止水ゴムパッキン詳細図 S=1:5

φ60

3
0
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排水パイプ継手管

50A用

排水パイプ継手バンド

50A用

端部ジャバラ蓋

タイプ-M(EPT)

排水パイプ

50Ax300(CR)(現場設置)

(現場設置)

端部ジャバラ蓋詳細図 排水パイプ詳細図

継手部詳細図 S=1:5

排水パイプ

止水ゴム両端部に設置

1
1
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n=2

排水用防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=130]

(ポリウレタンフォーム)
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排水パイプ

50Ax300(CR)

(現場設置)

48 300 300 150 104
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3060

105ベース金具部材長

ベース金具ボルト間隔
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15 3060 3060 900 30
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(M12タップ孔)
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孔

漏水防止材

(施工時に圧着)

[止水ゴム付属]

耳部カット

[YN型-160(特)]
排水パイプ

50Ax300(CR)

(現場設置)

553

乾式止水材なり寸法 3550 3550

114 19x150=2850

3078

114押え金具部材長

押え金具ボルト間隔

67 870 8
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6 3078

6 210
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8646

支持金具部材長

支持金具ボルト間隔

止水ゴム部材長

(部材なり寸法)

排水パイプ位置 1118 6410

1020 6 3294 6 3294 6 1020

48 6x150=900 72 72 21x150=3150 72 72 21x150=3150 72 72 6x150=900 48

押え金具 FB 38x6

(φ18孔)

スリーブ打込式アンカーボルト

M12x100(1-UN,1-大型W付)
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5
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1
1
0 25

2
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三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

乾式止水材

Type-100

接着剤塗布

(変成シリコン系)

既設簡易鋼製

伸縮継手
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25

2
5

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

接着剤塗布

(変成シリコン系)

防塵フォーム

排水用

既設簡易鋼製

伸縮継手

5010a15=110

"a"

"b"

止水ゴムパッキン

YN型-160(特)(EPT)5010a15=110

"a"

"b"

止水ゴムパッキン

YN型-160(特)(EPT)
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接着剤塗布

(変成シリコン系)

防塵フォーム

1
2 1
2

1
2

1
1
0 25

2
5

乾式止水材

Type-100

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

a15=120

5010a15=110
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"b"

止水ゴムパッキン

YN型-160(特)(EPT)
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A - A S=1:5
(橋台側) (主桁側)

EJ-1 EJ-2

車道部(一般部)

B - B S=1:5
(橋台側) (主桁側)

EJ-1 EJ-2

車道部(排水部)

C - C S=1:5
(橋台側) (主桁側)

EJ-1 EJ-2

地覆部

 2-FB 50×16× 902  2-FB 25× 6×1020 2-PL 110× 6×1020

 2-PL 110× 6×3294  2-FB 25× 6×3294

58-BOLT M12×40(1-UN,1-W付)

 2-FB 38× 6× 872

 2-漏水防止材 50×10× 902

 2-漏水防止材 50×10×3060
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BOLT M12x40

(1-UN,1-W付)

押え金具 FB 25x6

(14x30横長孔)

止水ゴムパッキン

YN型-160(特)(EPT)

支持金具 PL 110x6

(　ベース金具部:14x30長孔)

(止水ゴム取付部:φ14孔)

寸切BOLT M12x45

(1-UN,1-W付)

漏水防止材 50x10

  (施工時に圧着)

ベース金具

FB 50x16

M12タップ孔

(2㎜控えて溶接後

         仕上げ) グラインダー

"b"部詳細 S=1:3"a"部詳細 S=1:3
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止水ゴムパッキン

YN型-160(特)(EPT)

押え金具 FB 38x6

(φ18孔)

シーリング 40x2

(変成シリコン系)

アンカーボルト

M12x100

(1-UN,1-大型W付)

スリーブ打込式

三角シーリング 10x10

(変成シリコン系)

止水ゴムパッキン

YN型-160(特)(EPT)端部ジャバラ蓋

タイプ-M(EPT)

(現場設置)

端部ジャバラ蓋

タイプ-M(EPT)

(現場設置)

 2-FB 50×16×3060

支持金具

PL 110x6

30-寸切BOLT M12×45(1-UN,1-W付)

58-                  M12×100(1-UN,1-大型W付)スリーブ打込式アンカーボルト

 3-FB 38× 6× 210

 2-FB 38× 6×3078
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三角シーリング 15x15x380

支持金具設置後

排水パイプ
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(現場設置)
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[主桁幅]
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[主桁幅]
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排水パイプ

50Ax300(CR)

(現場設置)

寸切BOLT M12x45

(1-UN,1-W付)

支持金具

PL 110x6

押え金具 FB 38x6

(φ18孔)

BOLT M12x40

(ボルト孔φ14)

ベース金具 FB 50x16

(M12タップ孔)

スリーブ打込式アンカーボルト

M12x100(1-UN,1-大型W付)
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°
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°

 2-防塵フォーム 130×188×100

支持金具詳細図
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CL

1 1

2 2

1 2

1

2

三角シーリング 15x15x380

支持金具設置後

三角シーリング 15x15x380

支持金具設置後

参  考  図

番号

課長 照査 設計

縮尺

管理技術者

照査技術者

主任技術者

所長

主任技術者測量会社

調査会社

設計会社

平成25年度

長 野 県 道 路 公 社

図示

新和田トンネル有料道路(R142号)

小県郡　長和町和田 土屋大橋

新 和田 ﾄ ﾝ ﾈ ﾙ 有 料道 路  橋 梁修 繕  工事

佐藤田口内田

長 野 県

道 路 公社

実施図
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標準ウエブ遊間 220㎜

最大ウエブ遊間

最小ウエブ遊間

+15℃時

-20℃時

+40℃時

258㎜

193㎜

1.特記なき鋼材の材質は全てSUS304とする。

3.止水ゴムパッキンの排水パイプは既設排水管に導水すること。

4.溶接部材は現場溶接であるので熱影響部の既設塗装の剥離を

  行なって溶接し、溶接後は防錆処理を行なうこと。

5.施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

  照合を行なうこと。

注記）

2.既設部材と乾式止水材及び防塵フォームとの接着面は既設部材

  の下地処理を確実に行なった上で所定量のプライマー及び接着

  剤を塗布し、乾式止水材及び防塵フォームを設置すること。
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伸縮装置止水構造図(その2) S = 1:20

[土屋大橋 P1]

防塵フォーム

乾式止水材

Type-200

B

B

防塵フォーム

排水用

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)

C

C

既設簡易鋼製

伸縮継手
1.50 %1.50 % A

A

乾式止水材

Type-200

防塵フォーム

乾式止水材

Type-200

防塵フォーム

排水用

三角シーリング 25x25

(変成シリコン系)
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(現場設置)
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乾式止水材なり寸法 3550 3550

105 9x300=2700 150

3060
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3060

105

30 900 3060 3060 900 30
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902
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 4-FB 50×16× 902  4-FB 32× 6×1008 4-PL 120× 6×1008

 4-PL 120× 6×3270  4-FB 32× 6×3270

116-BOLT M12×40(1-UN,1-W付)

 4-FB 50×16×3060  60-寸切BOLT M12×45(1-UN,1-W付)

ベース金具 FB 50x16

(M12タップ孔)

排水パイプ

50Ax300(CR)

(現場設置)

止水ゴムパッキン

YN型-200(EPT)

支持金具

PL 120x6

 1-乾式止水材  Type-200×7100

 2-防塵フォーム 268×120×200

 2-乾式止水材  Type-200× 553

[排水用]

 2-防塵フォーム 268×367×496

 1-止水ゴムパッキン YN型-200×8646(EPT)

 2-端部ジャバラ蓋 タイプ-M(EPT)

 2-排水パイプ 50A× 300(CR)[止水ゴム付]

 2-排水パイプ 50A×3000(CR)[導水用]

 2-排水パイプ継手管     50A用[導水用]

 4-排水パイプ継手バンド 50A用[導水用]

 6-排水パイプ固定金具   50A用[導水用]

 4-漏水防止材 50×10× 902

 4-漏水防止材 50×10×3060

15 210

[主桁幅]

15 15 210
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ベース金具部材長

ベース金具ボルト間隔
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100排水パイプ

50Ax300(CR)
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(現場設置)
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寸切BOLT M12x45

(1-UN,1-W付)

ベース金具 FB 50x16

(M12タップ孔)

支持金具

PL 120x6

BOLT M12x40

(ボルト孔φ14)

三角シーリング 15x15x480

支持金具設置後

防塵フォーム詳細図

[製作幅=最大遊間+10=268]

(ポリエチレンフォーム)
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排水パイプ継手管

50A用

排水パイプ継手バンド

50A用

排水パイプ

50Ax300(CR)

(現場設置)

端部ジャバラ蓋詳細図 排水パイプ詳細図

継手部詳細図 S=1:5

排水パイプ

止水ゴム両端部に設置
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排水用防塵フォーム詳細図
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6 50-300

BOLT M12x40

(1-UN,1-W付)
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標準ウエブ遊間 220㎜
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[Type-175]

1.特記なき鋼材の材質は全てSUS304とする。

3.止水ゴムパッキンの排水パイプは既設排水管に導水すること。

4.溶接部材は現場溶接であるので熱影響部の既設塗装の剥離を

  行なって溶接し、溶接後は防錆処理を行なうこと。

5.施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

  照合を行なうこと。

注記）

2.既設部材と乾式止水材及び防塵フォームとの接着面は既設部材

  の下地処理を確実に行なった上で所定量のプライマー及び接着

  剤を塗布し、乾式止水材及び防塵フォームを設置すること。
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1.特記なき鋼材の材質は全てSUS304とする。

3.止水ゴムパッキンの排水パイプは既設排水管に導水すること。

4.溶接部材は現場溶接であるので熱影響部の既設塗装の剥離を

  行なって溶接し、溶接後は防錆処理を行なうこと。

5.施工及び部材製作に際しては現地調査を行ない、本図面との

  照合を行なうこと。

注記）

2.既設部材と乾式止水材及び防塵フォームとの接着面は既設部材

  の下地処理を確実に行なった上で所定量のプライマー及び接着

  剤を塗布し、乾式止水材及び防塵フォームを設置すること。
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電 線 管 移 設 図  ( 1 )側面 図 S = 1 : 3 0 0
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上 部 工 標 準断面 図 S = 1 : 2 0 0
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土 屋 大 橋  電 線 管 移設 図  ( 2 )

OF-GI　4C+CCP-AP　0.9-30P

OF-GI　2C+CCP-AP　0.9-10P

600V　CV8-3C

ケーブル種類 配管種類

PE54

PE54

PE54

OF-GI　4C+CCP-AP　0.9-30P

OF-GI　2C+CCP-AP　0.9-10P

600V　CV8-3C

ケーブル種類 配管種類
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FEP65
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ケーブル種類 配管種類
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異種管接続

CPEV(S)0.9-30P

600V　CV8-3C

ケーブル種類 配管種類

PE54

工事範囲

GI　4C　光ケーブル 新設PE54

PE54

屋外型接続箱

土屋大橋カメラ分岐
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土屋大橋通信ケーブル設置平面図（既設）

土屋大橋通信ケーブル撤去・移設平面図（仮設）


